

























タ・ピャンジナはオレゴン大 に提出された修士論文『二〇世紀ロシア文学と映画におけるコ カサス諸民族の表象』において、数百 及ぶロシアとコーカサスの接触の歴史、あるいはロシア文学 伝統を念頭に置きつつ レオニード・ガイダイが監督したソ連のコメディー映画『コーカサスの虜、あるい
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第七章　二〇〇〇年代のロシア文学に描かれたチェチェン紛争






































アレクセイ・バラバーノフ 映画『チェチェン・ウォ 』 （二〇〇二）とアレクサンドル・プロハーノフの長編小説『ヘキソーゲン氏』 （二〇〇一）である。　
『チェチェン・ウォー』もまた、チェチェン人に人質にされるロシア人の物語だ。ロシア人のイヴァ



























チャンネル」と地理学協会が「ロ のシンボル一〇」を人気投票で選定した際、グローズヌイに新造されたモスク「 チェンの心」を強引に一位にしようとして話題 呼んだ。独立派が掃討された現在、 「民族友好」理念はむしろ権力者に て都合の良いものとなっている。　
クロウズが論じた二〇〇一―〇二年よりも後の時期、ロシア文学の中でチェチェンをめぐる表象はど
のように変化し のか、ここで チェチェン紛争の終結前後 発表さ た二つの長編小説、マカーニン『アサン』とゲルマン・サドゥラエフ『シャリ急襲』を例 検討してみたい。二．市場としての戦争――マカーニン『アサン』　
「コーカサスの捕虜」の作者マカーニンは、二〇〇八年に長編小説『アサン』を発表し、そこで再び
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れ、水差しが真ん中にあるテーブル』で、やはりロシアの文学界を代表する文学賞であるロシア・ブッカー賞を受賞 ている。もっとも良く知られ 作品は、都市で困窮生活を送るアンダーグラウンド作家の生活を描いた長編小説『アンダーグラウ ド、あるい 現代の英雄』 （一九九八）だ。　
七〇歳を過ぎてからも盛んな創作活動を展開しており、 『アサン』の後も一九九〇年代のロシアを舞























































































































チェン紛争が一定の終結を迎え、チェチェンのモスクが観光地化され としている現在、境界線 抹消しようとすることは をロシア連邦 一部とみなし ロシ の帝国主義的拡張を容認するという、現状肯定的な態度に 通じる可能性があるからだ。　
しかし、 「越境」や交通へ 注目は、チェチェン人を顔の見えない他者 みなし「悪魔化」する動き
に抗するものであることは間違いない。それはまた、二一 紀 ロシアにおいても、文学作品の批判性
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が失われてはいないことを示すものでもある。注１ Susan Layton, Russian Literature and Em
pire: Conquest of the Caucasus from



















（四） 、二〇〇一年、一四一―一七一（一六八―一三八）頁。３ Ibid., p.26.
４ Edith W
. Clow
es, Russia on the Edge: Im
agined G
eographies and Post-Soviet Identity (Ithaca: Cornell U
niversity Press, 
2011), pp.140-163.
５ 『チェチェン・ウォー』については、乗松亨平「真実は人の数だけある？――ロシア・メディアのなかのチェチェン戦争」 『ロシア文化の方舟』東洋書店、二〇一一年、二八三―二九〇頁も参照。６ 『ヘキソーゲン氏』についてより詳しく 拙著『トラウマの果ての声――新世紀のロシア文学』群像社、二〇〇八年、七三―八七頁、を参照。７ M










. Shalinskii reid (M
., 2010), pp.292-293.
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